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松山都市圏の社会経済活動を支えるインフラ整備
 「松山外環状道路」の整備について

リレー連載  国道をゆく - 次世代へつなぐ-

はじめに

　愛媛県の中ほどに位置する中予地方の中核をなす松山都
市圏（松山市，東

とうおん

温市，松
まさき

前町
ちょう

，砥
と べ

部町
ちょう

など）は，四国最
大の人口規模を擁する都市圏です。しかし，都市圏内の主
要な交通・物流の拠点である「松山自動車道（松山インター
チェンジ〈IC〉）」「松山空港」「松山港（外港・高浜港）」，
そして主要産業集積地（臨海工業地帯など）が，都市の南
部から西部，北西部にかけて分散して位置しています。
　これらを相互に結ぶ既存の幹線道路（国道 11 号，国
道 33 号，国道 56 号，（市）松山環状線など）は，いずれ
も市内中心部（松山城周辺や中心商業地）へ向かう放射
状の交通と，拠点間を移動する通過交通が混在し，慢性
的な交通渋滞を引き起こしていました。そのため，以下
の深刻な問題を生じさせていました。
・物流の定時性低下：空港・港湾・高速道路間の移動
時間が不確実となり，地域産業の国際競争力を阻害。
・生活環境の悪化と事故リスク：幹線道路の混雑を避
けた車両が，歩道未整備の生活道路や通学路へ流入。
・都市機能の麻痺懸念：南海トラフ巨大地震などの広
域災害時，救急救命や緊急物資輸送のルートが東・
南・西の拠点で寸断されるリスク。

　これらを抜本的に解決するため，既存の（市）松山環状線
のさらに外側に，松山 IC・松山空港・松山港等の交通拠点
や放射状の幹線道路をつなぎ，地域の交通拠点間のアクセ
ス性向上，市内中心部へ流入する交通の分散を目的とした
高規格道路（計画当初は地域高規格道路）として計画され
たのが「松山外

そと

環
かんじょう

状道路」です。本事業は，国土交通省四国
地方整備局，愛媛県，松山市が協同で整備を進めています。
　筆者は，平成 25年 4月からの 2年間，松山河川国道事
務所長としてこの整備事業に携わることができ，関係者

の皆様のおかげで 2回の開通式典を開催することができ
ました。また，平成30年 9月からは企画部長として，さ
らには令和 4年 6月からは四国地方整備局長として，本
事業に関わることができ，思い出深い事業です。これら
の経験を踏まえて，本事業を紹介します。

　なお，前述したとおり，国・県・市がそれぞれの担当区間
を分担して事業を推進したことで，現時点で，松山自動車道
松山 ICから松山空港までの区間では，自動車専用道路部・
一般道路部ともに開通し，県内各地から松山空港・松山港ま
でのアクセス性・定時性が大幅に向上（主に自専道部の効果）
するとともに，周辺の幹線道路・生活道路の混雑が緩和し，
交通事故も減少（主に一般道路部の効果）しています。

１．松山外環状道路の位置付けと基本構造

　松山外環状道路は，「地域高規格道路」として，平成6年
に候補路線，同年に計画路線として指定を受けました。読

第41回

写真−1　松山環状線（西部）空港通り2丁目交差点付近

写真−2　国道33号椿神社入口交差点付近
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者の皆様もご承知のとおり，「地域高規格道路」とは，概ね
60 km/h 〜 80 km/h での安定した高速走行を可能とする
自動車専用道路またはこれに準ずる規格の高い道路のこ
とです。
　松山外環状道路は，遠距離交通をスムーズに流す中央
の「自動車専用道路（本線・高架部）」と，沿道地域や周
辺道路に接続する「一般道路（側道部）」を併設する「複
合断面構造」を採用しています。
　前述したとおり，関係道路管理者が協同して整備を進
めていますが，国土交通省が自動車専用道路部，および一
般道路部のうち主要幹線道路へのアクセス区間の整備を，
また，愛媛県と松山市が一般道路部の整備を担当してい
ます（詳しくは各事業区間の事業区分図を参照）。
　規　  格：2 種 1 級（一部 2 級）（自動車専用道路部）
　　　　　 4 種 1 級（一部 2 級）（一般道路部）
　設計速度：本線 80 km/h（一部 60 km/h）
　　　　　 側道 60 km/h（一部 40 km/h）
　車 線 数：本線 完成 4 車線（一部暫定 2 車線）
　　　　　 側道 2 車線

２．事業中区間の概要・経緯

　松山外環状道路は，接続する幹線道路や地域特性に応
じて，以下の 3 事業区間で整備が進められています。
　 2.1　インター線（約4.8 km，国道33号〜国道56号）
　松山自動車道の松山ICと国道 33 号，国道 56 号といっ
た中予・南予方面からの放射幹線を相互に直結する区間で，
最も早く事業着手され，先行して全線開通（自動車専用部
および一般道路部）を迎えた，本道路のコアとなる区間です。

　〇事業経緯
　平成 3 年 3 月 都市計画決定
　平成 15 年 9 月 都市計画変更
　平成 15 年度 （県）久

く め

米垣
は ぶ

生線・（市）松山環状線・
  （街）来

き し

住余
よ う ご

戸線 事業化
　平成 16 年度 松山外環状道路インター線 事業化

　平成 17 年度 用地買収着手
　平成 20 年度 工事着手
　平成 26 年 3 月 井

い

門
ど

IC 〜古川 IC L=1.2 km 供用
　平成 27 年 3 月 市

いちつぼ

坪 IC 〜余
よ う ご

戸南
みなみ

IC L=1.8 km 供用
　平成 28 年12月 古川 IC 〜市坪 IC L=1.8 km 供用
　平成 15 年 9 月の都市計画変更では，一般道路部（幹
線街路）の車線数を 4 車線から 2 車線に変更するととも
に，自動車専用道路の高架下に計画されていた幹線街路
を高架下の外に配置換えし，自動車専用道路の高架構造
を低くして経済性を向上させ，さらに一部区間では高架
橋構造を盛土構造に変更しコストの縮減を図りました。
　これにより，自動車専用道路部と一般道路部（幹線街路
部）との機能分担を明確にすることになりました。これに
合わせて幹線街路の名称も地域に密着したものとして「松
山外環状線」から「来住余戸線」に変更されました（後述
するインター東線の区間も同様に変更）。

　筆者は前述したとおり，平成25 年 4 月から平成27 年 3 月
の2 年間，松山河川国道事務所長として事業に携わってい
ました。その間，平成26 年 3 月に松山外環状道路自動車専
用道路部としては初めての供用となる井門 IC 〜古川 IC の
開通式を，翌 27 年3 月に市坪 IC〜余戸南 ICの開通式を開
催する機会を与えていただきました。その際には，来賓の方々
に加えて，地元の小学生や「みきゃん」をはじめ周辺市町の多
くの「ゆるキャラ」にも参加してもらいテープカットを行った
ことや，通り初め（パレード）では，松山外環状道路沿線の
松山中央公園内に坊っちゃんスタジアムなどがあるため，ス
ポーツ観戦を応援する道路の効果を広報する思いから，四国

図− 1　インター線 事業区分図

図− 2　平成 3 年 都市計画（単位：m）

図− 3　平成 15 年 都市計画（単位：m）
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アイランドリーグplusの愛媛マンダリンパイレーツとJリーグ
の愛媛 FC から大型バスをお借りして来賓の方々に乗車して
いただき通行していただいたことなどが，思い出されます。

　 2.2　空港線（約3.8 km，国道56号〜（主）松山空港線）
　インター線と連結し，松山自動車道松山 IC からの交
通をノンストップで松山空港および臨海工業地帯へと導
く人流・物流にとって重要な区間です。

　〇事業経緯
　平成 20 年 3 月 都市計画決定（国道56号〜（主）松山空港線）
　平成 21 年 3 月 松山外環状道路空港線 事業化
　平成 23 年度 用地買収着手
　平成 25 年度 工事着手
　平成 29 年 9 月 側道部（国道 56 号〜（主）伊予松山港線） 
  L=2.4 km 開通
　令和 3 年 3 月 側道部（（主）伊予松山港線 〜（主）松山
  空港線） L=0.8 km（一部暫定）開通
　令和 6 年 2 月　本線部（余戸南IC〜東垣生IC） L=2.4 km 開通
　平成 20 年の都市計画決定では，インター線・インター東線

の両区間の「延伸」との位置付けで，松山 IC と空港などの
臨海部の主要施設とのアクセス向上や，市内へ流入する交
通を分散する目的で計画されました。特に伊予鉄道郡中線
との交差部（踏切）については，自動車専用道路部は言う
までもなく一般道路部についても，立体交差化することで
東西交通をスムーズに移動できる計画となっています。
　なお，本区間の計画変更では，当時のコスト縮減の流れ
を受け，接続するインター線・インター東線とは 1ランク
低い規格（自専部：2 種 1 級→ 2 級・設計速度 80 km/h →
60 km/h，一般道路部：4 種 1 級→ 2 級・設計速度 60 km/h
→ 40 km/h）となっています。個人的な意見とはなります
が，当時の流れでやむを得なかったと思うものの，コスト
縮減の名のもとにやり過ぎてしまった道路計画見直しの一
つではないかと考えています。
　なお，筆者が松山に着任した平成 25 年時点では，用地
買収に着手し始めた頃でしたが，就任期間中には松山空
港までの供用に必要な用地買収が概ね完了できたことは，
用地担当をはじめとする事務所職員のご努力に頭が下が
る思いでした。
　また，平成 29 年 9 月に予定されていた空港線一般道路
部の開通式典が，台風 18 号の接近と悪天のため中止となっ
てしまったと聞いています。式典の準備を進めていただいて
いた関係者の皆様の残念な思いは察するに忍びありません。
なお，当該区間の開通は，予定どおり当日に行われています。
　現在は，南吉田地区の橋梁・改良工事を推進中です。
　 2.3　インター東線（約2.0 km，国道33号〜国道11号）
　松山 IC から，松山都市圏東部（東温市），東予方面，
さらには香川・徳島県へ通ずる国道 11 号へとつなぎ，
東側のネットワークを完成させるための延伸区間です。

　〇事業経緯
　平成 3 年 3 月 都市計画決定
　平成 15 年 9 月 都市計画変更
　平成 29 年10月 都市計画変更
　平成 30 年 4 月 松山外環状道路インター東線事業化

写真−3　地元小学生・ゆるキャラも参加したテープカット

写真−4　大型バスによる通り初めとゆるキャラたち

図−4　空港線 事業区分図

図−5　インター東線 事業区分図
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　令和 3 年度 用地買収着手
　平成 3 年の都市計画決定，平成 15 年の都市計画変更は
インター線と合わせて行われました（前述のとおり）。
　平成 29 年 10 月の都市計画変更では，自動車専用道路
部と一般道路部をつなぐランプを 2 カ所追加するととも
に，国道 11 号接続部を自動車専用道路から一般道路（幹
線街路）に変更しました。これにより，従前の計画では
アクセスできなかった，国道 11 号から自動車専用道路経
由で国道 33 号や松山 IC へのアクセスが可能となり，利
便性が向上しました。
　現在は，設計調査・用地買収を推進しています。

3．調査中区間（計画段階評価）の概要

　 3.1　松山市北吉田町〜平田町（松山空港 IC〜国道196号）
　事業中の松山外環状道路の北側に接続する「松山市北
吉田町〜平田町」（以下，本稿においては「臨海線」と
いう）において，平成 6 年度より検討に着手し，現在は
概略ルート・構造の検討（計画段階評価を進めるための
調査）を進めています。

　臨海線は，概成しているインター線・空港線と接続す
ることにより，工場や事業所が集積する松山市臨海部や
松山港・松山観光港と松山空港・松山 IC を接続するこ
と，さらには松山都市圏南北方向の交通を分散すること
が期待されています。
　令和 7 年 2 月には，社会資本整備審議会 道路分科会 四
国地方小委員会が開催され，本区間に関する第 1 回目とし
て，計画段階評価の進め方・スケジュール，地域・道路の現
状と課題，意見徴収方法などについて，意見を伺いました。
さらに課題の整理を行った上で，「渋滞・混雑の緩和」「産
業振興の支援」「交流・人流の促進」「平時・災害時を問わな
い安全・安心の確保」「交通事故の削減」といった多様な政
策目標（素案）が明確化しました。その結果，委員からの意
見を検討の上，意見聴取を進めることが了承されました。
　今後は，意見徴収を経て，計画段階評価がさらに進め
られることになります。

４．将来ネットワークの完成

　インター東線により国道 11 号と，臨海線を介して国道
196 号と結ばれると，松山都市圏の放射状道路である国
道 11 号・33 号・56 号・196 号と主要交通拠点である松
山 IC・松山空港・松山港，さらには松山臨海地域が相互
に接続されることになり，東予（今治方面），中予（松山
中心・東温），南予（大洲・宇和島方面）を結ぶ高速交通網
が松山都市圏の外縁で完全にリンクし，愛媛県全体さら
には四国 4 県の経済・観光・防災の基盤が強固なものへ
と進化することになります。

おわりに

　前述したとおり，松山外環状道路は，順次計画を延伸
しつつ，さらには計画を順次見直すことで，使い勝手の
よい将来ネットワークの形成に向けて，整備が進められ
ています。各時点において，松山外環状道路の計画・事
業推進に関わってこられた先輩・同輩・後輩諸氏に敬意
を表するとともに，今後もさらなる事業推進が図られる
ことを期待しています。
　なお，本稿の作成に当たっては，四国地方整備局道路
部の多田道路調査官をはじめとする関係者の皆様に資料
の提供や確認をいただき，深く感謝申し上げます。
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について
図−8　評価対象区間（松山外環状道路 北吉田町～平田町）

図−7　インター東線 平成 29 年都市計画変更

図−6　インター東線 平成 15 年都市計画変更
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